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　　　支部幣信　　　哀都支部・京四脚だより　（11月）一　酸郁たる香氣清楚濃艶とりどりに険競ふ菊の11月・洛外の山野漢谷は絢瀾たる錦を織りひろげ・秋の京洛はさながら書のやうである・
　☆　3日菊の佳節を期して催された京阪神合同ハイキングは前二酉二二の
紀行記の通り・京都，大阪，尼崎各地より馳参じた明朗薩測たるアマチュア
天文家の群によって烙南，淀，亘椋池，宇治方面に秋晴れの1日が1倫しく過
された．天上の大自然の美を讃へる者は文地上の自然の美に深い關心をもつ
者である事が示された．次周は來春5月の豫定期待を乞ふ．
　☆　15日（日）夜木部11月例會が京都三條通大毎京都支局に於て開かれた．
山本一清博十のL・ケット航室の話「と題する御講演あり，次に殿米のプラネ
タリウムを税察され二日前回朝された高木公三郎氏によって，し鰍米のプラ
ネタリウムコの御講話あり，持露られた移しいしプラネタリウバに關する爲
虞，出版物が陳列され，幻燈が爲され甚だ有釜な得る塵の多い三三であった．
例によつて熱心な二三の顔が揃ってみた．
　☆　昭和11年度本部総山に就ては9月頃より京都の會員間に話があり，し天
界コ10月號にはその開催地及び内容に就て問ふ旨の記事が掲載されたが，本
年の総魯は日食の1936年を意義づけるものとして，大朝，大毎，其他の日食
關係乱書の総蒐集上映を行なってほしいとの希望があり，有意義な計書とし
て各方面へ折衝の結果，12月6日（日）京都で大々的に開かれる事となった．
準備打合せ其他に本部と協力して本魯幹事の活躍がみられた．
大阪支部・大阪天文研究會1月例璽
1。　日日寺　　1月10日（日）　　17時よ　り
1。會場　心三橋筋L大丸Jlを南へ1丁西渕Lをぐらやコ3階，
1．新年茶話會と天女座談會　　　　　　1．會費　5⑪手
心交杜内にて
一一一痰ﾉより地方の方々もお出で下さいませ一一
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　　　　　　　　大阪支部（大阪天女研究會）通信（11月）
　囹支部論評16號獲行
　ユ1別8日附支部報用紙（縦35糎横25糎）2枚刷，第1頁は會告欄でll月総會案内と，特に
大阪支部強化満／周年に回り本部及び公文・高城爾氏よりの慶覗の御言葉が輝く，第2頁
談話室はL青島群行図り（大連志龍須生）にて140部を印刷護・行，他方の協會員にして購譲
希望者は郵税添附して大阪支部事務所宛申込電オしたし．
　囹11月例會賞嘆墾禽三一開腿
　11月21H17時より心齋橋筋Lをぐらや「にて宮森新支部長の開魯の挨拶1こよ
りて三唱．先づ山本會長の大阪支部強化浦1周年総則を迎ふる所感と抱負の
言葉を頂き，來年のプラネタリウム・生駒山天文蔓の竣工により「1本の天文
學普及の中心が大阪に集る事を力説され一同深く感銘する・総愈の司強者と
して宮森支部長が任ぜられ，座長・進行係翁任で大車輪に活躍せられる・酉
森庶務より11年度の事業報告（天界］2月號86頁参1！｛｛）あり，次に廣野早計監督
より魯計決算の獲表あり．（版入寄附金1：｝4．40）牧入の寄附金は全部大阪支部
員の醸出し疫ものである．次に丞旦塵務より単年度愈計・事業案の嚢表あり，
此の頃より運ばれた金75銭の定食を一同和軍鶏々裡に食し此の闇に各自の自
己紹介が行はれ，記念撮影もさオしる．卓子上カミ再び綺麗に取片附けられて小
型卜書平等の準備が劇，，阿倍野高女導爆先生の16粍，花山木綿先生の9・5粍
の日食映野尻1巻と鹸興にオ「」ンピク次上騰の活躍振｛アを興味深く見る．揚
内が再び明かるくなり座談會に移り山本脚長の天文學界に隠れた珍話秘話の
講演，宮森支部長の氣象と天女の話，伊達氏の遊星而スケッチの獲表等々今
夕の豊富なプログラムは22時掌盛況裡に閉包された・
　（出席者ffl拒障長・宮森・百濟・高城・大1：i・久井〃西川・井本・ρ飴淫・爾井●皆水
墨・池野・市｝1田・藤本・覆野・坂元・西森・西森・武1rl諸氏19名順序不同）
　囹昭和12年度第1同委員會開かる
　11月28月19時よりLをぐらや■にて宮森支部長により伊州され，司愈者に就
かれて大阪支部昭和12年上竿購事業と12年度愈計豫算を討議戌案を見る・強
化第2年度を迎ふる大阪支部の釈事美匙として新二二雑誌』録置］型科の議題出
で，趣味と初歩と最新知識にしてL天界コの副讃暫くたる天文難誌として獲行方
法・編輯方針・原稿募集方を愼重に討議し，年6周嚢行・會費年額1圓50鏡，
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新春1月下旬第1號創刊を見る事となる三二協會員Q御申込を望む．編輯
孤山として本委員二二席者が推された・（出席者：宮森・百濟。高城・大口。伊
達・井本。西川・西森諮氏）
　　　　　　　　　　大蓬支部報告（11月）
　eeff部強化さる　當地渡綾，橋田，河合3氏の努力により満洲唯一一の強力支
部として進むことになった。
陶囎，輔工作脳工1月1・1・　f・i大連一一・中に於て備沙僻）18時30分より開催・
四則事業等を協議満揚一’致決議さる・脅する者14名・同時に役員指名され新
陀なる希望にもえ，2〔縞・50分記念撮影後散會r・
　同誌會席上にて支部艮より愉快なる報告を受く。即ち當地金州大和尚山頂
に120高大望遠鏡設置の太陽観測所設立の提案を満織に1昌された由，東洋一
の犬文名所が大連支部の地に二二るわけで，並t湧き肉躍る思ひをして・一一一同散
回したのである・
　幽支部報L遼星「の襲行　機關紙としてL遼星「を獲刊されることになり，12月
．ヒ旬獲行の認定．支部外の人は支部宛申込まるれば，二三にてお逸り申しま
ず．頁数は温温10一一15頁，初歩の天文愛好者に最適です・
　團現在麦部員　準支部員合計30名．協二三の数こそ少ないが，三三の主旨を
艦し一意專心その目的のため突進しつ」あります．
　竃協愈員　の方で渡満の折り是非共支部へお立寄りの程を，御・一一・報下されば
結構です．（IL11．L）：；・志龍須生）
　　　　　　　　倉敷天文壷創立jo周年記念品報告
　昭和11年11月8日大原農業研究所講習所に於て，10燭年記念式を集行した．
13時孚水野主事醐脅を宣し，原名轡峯長式辞を述べ，水野主事の事業報告に
次いで小由理學士及び荒木健兜氏の研究報告後，記念講演に移り，山本博士
はL太陽系創成の新論、の題下にカントやラプラスの山霧説に始ま1），チェン
バリン。モ1ルトンの微遊星説，ジ1ンスの島宇宙誼を述べ，最後にラッセ
ルの新説として，二重星はその大さ，略等しきものもあるが，多くは大と小
とからなって居る．太陽は以前に今一つ小なる星との1　．1if」1星であった．それ
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が或る時に宇宙をさまよって居る一恒星と小なる星とが衝突して，分裂し現
今の遊星を生じたものであるから，各遊星は同一時に生れ出たものであると
の二二を紹介せられ，聴者の大なる興味を惹v、た．この新説は1934年11月8日
出版のTbe　Solar　System　and　i亡s　Origi11に因ってXk表されたものであると・
！6時閉倉後，山本陣士は高知縣に向はれた・（水野千里）
? ?
遍 ??4
　墨跡司那通信を遊bます．今まで天文の高知はあまbに欝かでしたが，昨
年太陽課の久伯、君を得るに至り，俄然活気を呈し6月の日蝕には時刻観測，
鳥眞撮影，氣象：観測と測候所班を凌ぐ優秀な成績を得．又，久保君の熱心な
努力により黒鮎観測日激に於て全國にて1，2を孚ふ現欺です．新聞吐と連絡
し，大文記事の他生等一般にも大いに普及・最近には當地御出身東京支部長
五藤齊三民御回縣に際し，太陽投影器や幻燈を使用しての天文講演魯，會員
の指導によるノぐ膿観測會，日蝕為眞，5米次4鳥眞法難天艦鳥眞農覧倉，篠
崎高校教授，赤松高知測候所長共他同好者多照参愈の光學座談尊書と多方面
の催が行はれました．次に元條侍代D土佐入文・箏者谷泰山先生の遺品展覧會
が，10月6・7・8と3日聞田雪餅に於て催され，百出環，Zl｛水溝，正方案等の
観測機械編，IJ〈5　it一に駅5寸の⊥座圖，保ブ［春海自筆の貞享歴，日本書証唇
考，元天文法等の手記本，共他我國天文學の黎明時代を物語る貴重なる輝線、
多敷出品されました．御多用中にも不掬，山本先主にも列席して戴く事が出
迎，熱心に研究されました．準備も整はす，短時間にて充分の御満足を得ら
れなかった事を恐縮して居ります．種々な催しにより同好老も多数に出帆ま
したので，他支部に負けない立派な支部が正式に近々出來上る事を御知らせ
申上ます．（高知市　正木健三記）
諭告囹昭秘1年語頭並びに一般公用の日食庶家と、醐愈は京都日出
新聞就の援助のもとに，京三二々員の非常な審力によって，豫定通り同肚に
於て盛況樫に絡了した，
　囹群青に提出された愈期改正栽は可決E・　d，！．，薪會則による役員一一禽長
（1名），副會長（2名），會計監督（1名），幹事（9名）一一一・一の決定を見，早速新幹
事は幹事會を構成，二二の大方針を協議，目下活躍申．…＿＿以上詳細は追號
誌上に蛮表．期待を乞ふ．
